教育 by 岡山大学農学部附属農場,
-.i 仁一工 ･㍗.I
<平成8年度>
平成8年度に実施した農場実習の科目名と各科目
の履修者数を第1表に示した｡
環境理工学部の設置にともなって農学分野の一部が
環境理工学部へ移ったため,昨年度の入学生から新
しいカリキュラムで授業が行われるようになった｡
このため,実習科目の実施においても,本年度は下記
の二点で従来とは大きく異なった｡
その一つは,これまでの農場実習Ⅰ,Ⅲ,ⅢおよⅣ
が,来年度から農場実習Ⅰと]に変わるため,来年度
以降のカリキュラムを先取りした形で,本年度から
コース制を取り入れたことである｡いま一つは,これ
まで農場実習は主として農地生産力開発学講座の教
官が担当してきたが,本年度から新たに作物機能調
節学講座の教官も担当することになったことである｡
第1表 農場実習授業科目と履修番数
農場実習以外の科目については,昨年度とほぼ同様
の体制で実施した｡
牧場実習は,本学と島根大学および鳥取大学との
間で単位互換制をとっている科目である｡本実習は
履修者数の年次変動が大きいのが特徴であるが,本
年度の履修者数は昨年度 (13名)とほぼ同じであっ
た｡このため,実習を円滑に行うことができた｡
農地生産力開発学実習ⅠとⅢについては,これま
でと同様,内容の一部を集中実習として本島農場で
実施し(ト Ⅲ合同),夏期にミカンの摘果を行った｡
しかし,冬期に予定していた集中実習 (ミカンの収
穫)は隔年結果により着果量が極めて少なかったた
め中止せざるを得ず,それに代わり内容を変更して
岡山農場あるいは津高牧場で実施した｡
科 目 名 年次 単位数
農場実習Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ 3 各1
Aコース (I･Ⅱ又はⅢ｡Ⅳ)
Bコース (Ⅱ･I)
Cコース (Ⅳ･Ⅰ)
Dコース (その他)
牧場実習★ 3 1
農地生産力開発学実習Ⅰ 3 1
農地生産力開発学実習Ⅲ 4 2
☆単位互換実習.
他大学の履修者数 ;島根大学:8名,鳥取大学:2名
????
???
?
???
???
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(1)農場実習 Ⅰ･五 ･Ⅲ･Ⅳ日程表
Aコ-ス (農場実習 い lは たは農場実習 IH｡I):木曜日3･4時限
月 日 内 容 担当部所 担当教官
前期
4 11 オリエンテーション
4 18 作付計画 畑作
4 25 水稲作付計画 ･種籾の予措 水田
5 2 リンゴの摘果 果樹
5 2 畑作播種 畑作
5 16 水稲播種 ･乾田直播 水田
5 23 ブドウの新梢管理 果樹
5 30 畑作管理 畑作
6 6 苗の形態と生長 ･生育調査法 水田
6 13 タマネギの収穫 そ菜.花き
6 20 水稲移植 (手植え ･機械植え) 水田
6 27 畑作収穫 畑作
7 4 カキの摘果 果樹
9 5 草地の利用管理 畜産
??
?
?
?
?
?
?
?
???
???
?
?
?
??
?
?
???
??
?? ???
後期
10 3 畑作収穫 畑作
10 17 ロボットによる省力作業 そ菜･花き
10 24 水稲収穫 (手刈り･コンバイン) 水臼
10 31 和牛の審査 畜産
11 7 タマネギの定植 そ菜･花き
ll 14 畑作収量調査 畑作
ll 21 和牛の管理 畜産
ll 28 農業機械の取り扱い そ菜･花き
12 5 稲藁収納 ･水稲栽培技術と品種 水田
12 12 画像計測 そ菜･花き
12 19 圃場整備 畑作
1 9 水稲収量調査法 (収量構成要素) 水田
1 16 果樹のせん定 栄樹
1 23 データ処理 そ菜･花き
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黒田
近藤
酉藤
河本 津高牧場
後藤
黒田
奥島 津高牧場
近藤
脅藤 八浜農場
近藤
黒田
密藤
久保田
近藤 情報処理センター
Bコース (農場実習tい =):木曜日3･4時限
月 日 内 容
前期
4 11 オリエンテーション
4 18 リンゴの受粉
4 25 露地ギクの定植
5 2 作付計画
5 9 果菜類の定植
5 16 モモの摘果
5 23 水稲菖管理 (イネの生理と栽培)
5 30 果菜類の栽培管理
6 6 ブドウのジベレリン処理
6 13 草地の維持管理
6 20 水稲移植 (手植え ･機械植え)
6 27 ブドウの摘粒 ･袋掛け
7 4 姻作収穫
9 5 果樹の接ぎ木
後期
10 3 花井の栽培管理
10 17 畑作管理
10 24 水稲収穫 (手刈り･コンバイン)
10 31 カキの収穫 一脱渋
11 7 和牛の審査
ll 14 ロボットによる省力作業
ll 21 画像計測
ll 28 稲藁収納 ･水稲栽培技術と品種
12 5 圃場整備
12 12 葉菜類の収穫 ･残菜収納
12 19 農業機械の取り扱い
1 9 果樹のせん定
1 16 データ処理
1 23 和牛の管理
栄樹
そ菜･花き
畑作
そ菜･花き
果樹
水田
そ菜･花き
果樹
畜産
水円
果樹
畑作
果樹
????
?
???????
?
????
?
?? ??
?
???
????
そ菜･花き 後藤
畑作 黒田
水田 密藤
栄樹 久保田
畜産 河本 津高牧場
そ菜･花き 近藤
そ菜･花井 近藤
水田 酉藤 八浜農場
畑作 黒田
そ菜･花き 後藤
そ菜･花き 近藤
果樹 久保田
そ菜･花き 近藤 情報処理センター
畜産 奥島 津高牧場
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C∃-ス (農場実習IV｡I):金曜日3.4時限
月 日 内 容
前期
4 12 オリエンテーション
担当部所 担当教官
全員
4 19 牧場概要 ･牛の取り扱い方 畜産 河本
4 26 作付計画
5 10 草地の利用管理
5 17 果樹の摘果
5 24 草地の維持管理
5 31 畑作播種
6 7 和牛の管理
6 14 畑作収穫
6 21 和牛の管理
6 28 果菜類の管理(誘引)
7 5 水田管理
9 6 草地の利用管理
畑作 黒田
畜産 岸田
栄樹 久保円
畜産 岸田
畑作 河本
畜産 奥島
畑作 奥島
畜産 河本
そ菜･花き 岸田
水田 暫藤
畜産 岸田
後期
10 4 和牛の管理 畜産
10 11 草地の維持 ･利用管理 畜産
10 18 農業機械の取り扱い
10 25 和牛の管理
11 8 和牛の審査
ll 15 畑作管理
ll 22 和牛の審査
ll 29 温室の管理
12 6 和牛の管理
12 13 畑作収穫
12 20 草地の維持管理
1 10 圃場整備
1 17 和牛の管理
1 24 データ処理
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そ菜･花き
畜産
畜産
畑作
畜産
そ業･花き
畜産
畑作
畜産
畑作
畜産
そ菜･花き
? ?
?
?
?
?
?
??
?
??
?
??
?
?
?
?
?
??
?
??
?
津高牧場
津高牧場
津南牧場
津高牧場
津高牧場
八浜農場
津高牧場
津高牧場
津高牧場
津高牧場
津高牧場
津高牧場
津高牧場
津高牧場
津高牧場
情報処理センター
<平成9年度>
平成9年度に実施した農場実習の科目名と各科目
の履修者数を第1表に示した｡
これまでの農場実習,Ⅰ,ⅡおよびⅢ,Ⅳが,本年
度から農場実習 ⅠとⅢに変わり,コース制を取り入
れた｡後期 (農場実習 Ⅲ)の受講生数は､前期 (農
場実習 Ⅰ)に比べて大幅に減少した｡但し､前 ･後
期とも受講した学生は成績良好で､今後に期待でき
る者が多かった｡但し､講座間で実験.実習の実施方
針と方法が異なっているため､事実上農場実習を受
講できなかった学生もいたことは､今後に問題を残
した｡農場実習以外の科目については,昨年度とほぼ
第1表 農場実習授業科目と履修番数
科 目 名
農場実習Ⅰ･H
Aコース
Bコース
Cコース
牧場実習☆
農地生産力開発学実習Ⅰ 3
農地生産力開発学実習正 4
同様の体制で実施した｡
牧場実習は,本学と島根大学および鳥取大学との
間で単位互換制をとっている科目である｡本実習は
履修者数の年次変動が大きいのが特徴であるが,本
年度の履修者数は昨年度より増え16名であった｡
農地生産力開発学実習ⅠとⅡについては,これま
でと同様,内容の一部を集中実習として本島農場で
実施し(ト Ⅲ合同),夏期にミカンの摘果を行った｡
昨年度は冬期に予定していた集中実習 (ミカンの収
穫)は隔年結果により着果量が極めて少なく実施で
きなかったが,本年度は支障なくできた｡
単位数 履修者数
前期 後期
各1
17 7
18 6
11 5
1 16☆
il ifl
2 10
★単位互換実習
他大学の履修者数 ;島根大学 :2名‥亀取大学 :5名
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農場実習 Ⅰ･Ⅰ･一-Aコ一･ス日程表 (木曜,3-5時限)
月 日 内 容
前期
4 10 オ リエンテーション
4 17 作付計画
4 24 水稲作付計画 ･種籾の予措
5 1 牧場概要 ･牛の取り扱い方
5 8 畑作管理
5 15 水稲播種 ･乾田直播
5 22 和牛の管理
5 29 畑作物の品種
6 5 ブ ドウのジベレリン処理
612 タマネギの収穫
6 19 水稲移植 (手植え ･機械植え)
6 26 畑作収穫
7 3 サ トイモ培土
7 10 ロボットによる省力作業
9 4 草地の利用管理
後期
10 2 オ リエンテーション
10 9 畑作収穫
10 16 畑作物の品種
担当部門 担当教官 備考
全員
クロッピング 票田
汎用耕地 膏藤
山地畜産 河本 津高牧場
クロッピング 黒田
汎周耕地 酉藤
山地畜産 奥島 津高牧場
クロッピング 吉野
栄樹 久保田
そ菜 ･花き 村上
汎用耕地 酉藤
クロッピング 黒田
クロッピング 吉野
機械システム 門田
山地畜産 岸田 津高牧場
全員
クロッピング 黒田
クロッピング 吉野
10 23 水稲収穫 (草刈り･コンバイン) 汎用耕地 斉藤
10 30 花弁の栽培管理
11 6 和牛の審査
ll 13 畑作収量調査
ll 20 和牛の管理
ll 27 稲藁収納 ･水稲栽培技術と品種
12 4 草地の維持管理
12 11 圃場整備
12 18 サ トイモ収穫
1 8 果樹のせん定
1 22 水稲収量調査法 (収量構成要素)
1 29 データ処理
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そ菜 ･花 き 後藤
山地畜産 河本 津高牧場
クロッピング 黒田
山地畜産 奥島
汎用耕地 暫藤
山地畜産 岸田
クロッピング 黒田
クロッピング 吉野
果樹 久保田
汎用耕地 暫藤
機械システム 難波 情報処理センター
農場実習 Ⅰ･Ⅰ-Bコ-スEl程表 (木曜,3-5時限)
月 日 内 容 担当部門
????
前期
4 10 オリエンテ-ション
4 17 牧場概要 ･牛の取り扱い方 山地畜産
4 24 露地ギクの定植 そ菜･花き
5 1 作付計画 クロッピング
5 8 果菜類の定植 そ菜･花き
5 15 モモ ･リンゴの摘果 栄樹
5 22 水稲酉管理(イネの生理と栽培) 汎用耕地
5 29 モモの袋掛け 栄樹
6 5 草地の維持管理 山地畜産
6 12 ブドウのジベレリン処理 果樹
6 19 ブ ドウの摘粒 果樹
6 26 サ トイモ培土 クロッピング
7 3 花井の栽培管理 そ菜･花き
7 10 ロボットによる省力作業 機械システム
9 4 果樹の接ぎ木 果樹
後期
10 2 オリエンテーション
10 9 キクの栽培管理
10 16 畑作管理
10 23 草地の維持管理
そ菜･稚さ
クロッピング
山地畜産
10 30 カキの収穫 ･脱渋 果樹
11 6 タマネギの定植 そ菜･花き
ll 13 和牛の管理 山地畜産
ll 20 果樹園の管理 果樹
ll 27 稲藁収納 ･水稲栽培技術と品種 汎用耕地
12 4 リンゴの収穫 果樹
12 11 サ トイモ収穫 クロッピング
12 18 カキのせん定 栄樹
1 8 葉菜類の収穫 ･残業収納 そ菜･花き
1 22 モモのせん定 果樹
1 29 データ処理 機械システム
?
?
?
?
?
?
?
?????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
????
????
?????
??
???
?
??
?
???
?
?
?
??
??
?
??
?
??
?
??
?
??
?
??
?
?
?
情報処理センター
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農場実習 Ⅰ･lI-Cコ-ス日程表 (金曜,3へ.5時隈)
月 日 内 容
前期
4 11 オリエンテーション
4 18 牧場概要 d牛の取り扱い方
4 25 作付計画
5 2 乾草調整
5 9 和牛の審査
5 16 和牛の審査
5 23 牧場等見学
5 30 試験場見学
6 6 サイレ-ジ調整
6 13 和牛の管理
6 20 サ トイモ培土
6 27 和牛の管理
7 4 水田管理
9 5 ロボットによる省力作業
9 12 草地の利用管理
後期
10 3 オリエンテーション
10 17 和牛の管理
10 24 草地の利用管理
10 31 和牛の管理
11 7 和牛の審査
ll 14 畑作管理
ll 21 和牛の審査
ll 28 草地の維持管理
12 5 稲藁収納 ･水稲栽培技術と品種
12 12 サ トイモ収穫
12 19 データ処理
1 9 和牛の管理
1 16 和牛の審査
1 23 和牛の管理
1 30 草地の維持 ･利円管理
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担当部門 担当教官 備考
全員
山地畜産 河本
クロッピング 頴田
山地畜産 岸田
山地畜産 河本
山地畜産 河本
山地畜産 近藤 (康)
L恒也畜産 近藤 (康)
山地畜産 岸田
IiLl出畜産 奥島
クロッピング 吉野
山地畜産 奥島
汎用耕地 暫藤
機械システム 近藤 (直)
山地畜産 岸田
山地畜産
山地畜産
山地畜産
Llり也畜産
クロッピング
ILけ也畜産
山地畜産
汎用耕地
クロッピング
機械システム
山地畜産
山地畜産
山地畜産
山地畜産
?
?????
?
???
?
???
?
??
津高牧場
津高牧場
津高牧場
津高牧場
小林牧場他
総合畜産センター
津高牧場
津高牧場
津高牧場
八浜農場
津高牧場
????????????
??????????
?????????????
農地生産力開発学実習 Ⅰ 日程表
4 15 オリエンテーション
5 6 水稲播種
5 20 畑作管理
6 3 水稲酋管理
6 10 水稲移植
6 24 ダイズ播種
7 8 バレイショ収穫
4 15 オリエンテ-ション
4 22 肉用牛の飼華管理
5 13 草地の利用管理
5 27 草地の碓持管理
6 10 肉用牛の繁殖管理
6 24 肉用牛の肥育管理
7 8 内周牛の衛生管埋
?????????
?????????
?
2班
月 日 内 容
4 15 オリエンテーション
5 6 リンゴの摘果
5 13 モモの摘果
5 27 モモの袋掛け
6 10 ブドウGA処理
6 24 ブドウの摘粒
7 8 ブドウの袋掛け
????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
これ以外に,各班とも本島農場において,下
記の通り二度の集中実習を行った.
7月14日(月)-15日(火)
12月15日(月)-16日(火)
同日j｣大農場報告 No.20 1998 13
∴ 十と!.I::ニー､
平成8年度 牧 場 実 習 時 間 割
時刻 8月26日(局) 8月27日(火) 8月28日(水) 8月29日(木) 8月30日(金)
6:007389123245 .20 集合 起床 起床 起床 起床
牧場管理 炊 衛生管理 炊 ブラツシげ 炊 牧場管理 炊
片悶 事 奥島 事 河本 事 河本 事
朝食 朝食 朝食 朝食
清掃 清掃 清掃 清掃
畜舎実習 畜舎実習 畜舎実習 畜舎実習
野久保 .石田 野久保 一石田 野久保 .石田 野久保 .石田
岸田 奥島 河本 河本
草地の管理 和牛の管理 和牛の審査 衛生管理
岸田 奥島 河本 .及川 近藤 .阿部
昼食 .休憩 昼食 .休憩 昼食 .休憩 昼食 .休憩清掃
草地の管理 和牛の採食行動 和牛の審査
移動 -岡山解散
移動 一律高
諸注意 場内
見学 河本 岸田 西野 河本
機械実習野久保 .石田奥島
畜舎実習 畜舎実習 畜舎実習 畜舎実習
野久保 .石田 野久保 .石田 野久保 .石田 野久保 一石田
岸田 岸田 奥島 河本
入浴 入浴 入浴 入浴
夕食交流会 片付 夕食 夕食 夕食親睦会片付
休憩 片付 休憩 片付
講 義 講 義 講 義
舟橋 西野 河本
自由時間 自由時間 自由時間 自由時間
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平成9年度 牧 場 実 習 時 間 割
時刻 8月25日(月) 8月26日(火) 8月27日(水) 8月28日(木) 8月29日(金)
6:007389123254520 集合 - - 起床 起床 起床 起床
牧場管理 炊奥島 事 衛生管理 炊岸田 事朝食 ブラツシンク" 炊河本 事 牧場管理 炊河本 事朝食 朝食 朝食
清掃 清掃 清掃 清掃
畜舎実習 畜舎実習 畜舎実習 畜舎実習
野久保 ,石門 野久保 一石田 野久保 .石田 野久保 .石田
草地の管理岸田 和牛の衛生 和牛の審査 和牛の人工
管理 河本 授精
近藤 .阿部 奥島 舟橋
昼食 .休憩 昼食 .休憩 昼食 .休憩 昼食 .休憩清掃
牛の管理 乾草の調製 和牛の審査
移動-岡山解散
移動-->津高
諸注意場内
見学 河本 奥島 酉野 河本奥島
機械実習奥島
畜舎実習 畜舎実習 畜舎実習 畜舎実習
野久保 .石田 野久保 一石田 野久保 .石Efl 野久保 .石田
入浴 入浴 入浴 入浴
夕食 夕食 夕食 夕食
交流会 片付 休憩 片付 休憩 片付 親睦会片付
講義 : 講義 : 講義 :和牛の
和牛の衛生管理 緑葉蛋白の話 審査について
近藤 酉野 河本
自由時間 自由時間 自由時間 自由時間
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<平成9年度>
(1)目標 と概要 :実際に作物を栽培 したり,家畜を
飼育することを通 じて,刻々と変化する動植物に対
する観察力や農業生産技術に対する洞察力を養 うこ
とを目標にした｡農業生産における技術体系と,地域
環境の保全に果たす農業の役割を,実際の農業生産
の場における体験 を通 じて広 く認識できるようにし
た｡そのため,作物や野菜 ,花井などの科 目別実習に
加 えて,班別実習を行った｡具体的には果菜類として
キュウリ,畑作物 としてエダマメ･トウモロコシの栽
培を班別に行わせ ,播種から収穫までの管理に責任
をもたせた｡栽培記録を前期終了時に提出 してもら
い,成績の判断材料とした｡
(2)構成 :基礎農学実習は2年次開講で 1科 目2単
位選択必修 となっており,月曜前後期各50名で行っ
た｡
平成 9年度基礎農学実習日程嚢
前期コ-ス
担 当 者
4 14 オリエンテーション
4 21 牧場管理経営
4 28 農作業機械の構造
5 12 植生調査
5 19 草地の維持利用管理
実施場所 備 考
酉藤,景山,票田,河本 附属 農場
河本,奥島 津 高 牧場
毛利,難波 岡 山農場
吉川,坂本,嶋 半 田 山
岸田 津 高牧 場
5 26 昆虫相調査及び標本作成 中筋,藤崎,佃 半 田 山 本婚前集合
6 2 水稲の栽培管理
6 9 野菜類の栽培管理
6 16 花井の栽培管理
6 23 農作業機械の取扱い
6 30 畑作物の栽培管理
7 7 ブ ドウの栽培管理
9 1 和牛の管理
9 8 地域農業の経営計画
10 6 オリエンテーション
斉藤
景山,吉野
景山
近藤,門田
黒田
久保田
河本,奥島
横溝
八浜 農場
岡 山農場
岡 山農 場
岡 山 農場
岡 山農場
岡 山 農場
津 高 牧 場
岡 山農場 電卓持参
後期コース
担 当 者 実施場所 備考
暫藤,景山,累日,河本 附属 農場
10 13 昆虫柑調査及び標本作成 中筋,藤崎,佃 半 田 山
10 20 畑作物の栽培管理
10 27 植生調査
ll 10 農作業機械の構造
ll 17 花井の栽培管理
12 1 水稲の栽培管理
12 8 草地の維持利用管理
12 15 野菜類の収穫
12 22 牧場管理経営
黒田 岡 山農場
吉川,坂本,嶋 半 田 lI 本館前集合
毛利,鯨波
景山
暫藤
澤‖1
景山,吉野
河本,奥烏
1 12 ブドウの暫定 久保臼
1 19 農作業機械の取扱い 近藤,門田
1 26 和牛の管理 河本,奥島
2 2 地域農業の経営計画 横溝
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岡 LLl農場
岡 山農場
八浜 農場
浬 高 牧 場
岡 山農場
津 高 牧 場
岡 山農 場
岡 山農 場
津 高 牧場
岡 山 農場 電卓持参
::∴ .J:'亀.:L工吊十亘-∴工
<平成9年度>
｢栽培実習｣日程褒 (前期 金曜日 3-4時限)
回 月 日 実 習 内 容
???
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
??
???
?
?
??
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
オリエンテーション
花井の栄養繁殖
作付計画
リンゴの受粉
果菜類の定植
水稲播種 ･乾田直播
ブ ドウの新梢管理
モモの摘果 ･袋掛け
果菜類の栽培管理
サ トイモ培土
ブドウの摘粒 ･袋掛け
カキの摘果
ロボットによる省力作業
果樹の接ぎ木
'農場実習工･ⅡのCコースと合同で実施
担当教官 実習場所 備考★
久保田 岡山農場
後 藤 〃
黒 田 "
久保田 〝
久保田 〃
斎 藤 ′′
久保田 "
TIL.J;= ･･
久保田 〝
吉 野 〝
久保田 ′′
hl.;川 ･･
:.li. 雌 ･･
久保田 "
Cコース
Cコース
Cコース
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<平成9年度>
岡山大学教育学部附属養護学校より要請された,
同校高等部2年生8名 (1名は直前の故障のため参
加不能となった)の職場体験学習を受け入れ,平成9
年9月6日-8日の間実施した｡当農場としても始
めての試みであったが,各部門の教官と技官の積極
狗,懇切な協力と指導により無事終了した｡
お互いが気を使う場面は確かに多かった｡しかし
今回の経験を通じ,今後養護学校その他の施設の教
職員 ･生徒と,農学部教職員･院生 ･学生,また他学
部の教官や学生を含めた,従来とは異なる型の農場
実習を,全学レベルで考慮すべきであるという思い
を強くした｡
平成9年度 職場体験学習日程表
目 E] 内 容☆
9 6 収穫作業 (サツマイモ ･枝豆 ･小松菜 ･リンゴ)
9 7 播種作業 (ホウレンソウ)
9 8 管理作業 (ハクサイの除草 ･サツマイモのつる切り)
(花井類の株の刈り込みと除草)
★3班に分かれて,クロッピングシステム部門と
装置化生産部門 (そ葉 月たき)で実施
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